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1. 背景・目的 

高校や中学校の部活動では，競技未経験の教員が顧

問に就くことがある．この場合，生徒は満足のいく指導を受

けられず，かつ教員は負担が増えてしまう．そこで，スポー

ツ解析技術の部活動への導入が求められる．しかし，これ

らの解析機器は高価であり，そのスポーツに対しての知識

がないと正しい評価を行うことが難しい。そこで本研究は，

安価かつ専門知識なしでも正しく評価できる新たな指導支

援システムの開発を目的する．先行研究では，マーカーレ

ス･トラッキングデバイスである Kinect を用いたが，屋外で

の利用ができなかった[1]．そこで本研究では，場所を選ば

ず，安価かつ扱いやすい加速度センサを用いて野球のバ

ッティング動作を動作対象としたシステムを試作した． 

2. 方法 

本システムは，被験者に加速度センサを貼布し測定を

行い，バッティング動作を評価するものである．具体的に

は，まず被験者の背中と腰の 2 か所(図 1)に加速度センサ

を装着する. なお，本システムでは，安価で無線通信を行

える加速度センサ（TWELITE 2525A，100fps）を使用した．

その状態でバッティング動作(ティーバッティング)を行う.そ

の際,装着した二つの加速度センサにて野球のバッティン

グ動作時の背中と腰の加速度を測定する.次に,PC を用い

て加速度データから背中と腰のそれぞれの加速度の RMS

値(2 乗平均平方根)を算出し，バッティング動作時の体の

動きを解析評価する．その後結果に応じたアドバイスを加

えた評価シートを出力し被験者にフィードバックする． 

次に動作の評価方法について記す．まず，良い打ち方

として「下半身が先に始動し、回転を始め、それに引っ張

られるように上半身が加速して回転していく打ち方」が挙げ

られる[2]．そこで本システムでは，「①腰を正しく使えてい

るか」，「②背中を正しく使えているか」，「③腰→背中の順

で動いているか」の３つを評価基準とした．具体的には図 2

に示すように，腰と背中の加速度の RMS 値の最大値を用

いて①②を評価し，動き出しのタイミングを用いて③を評価

する．さらに，各評価基準に対し，0～2 点を付け，表 1 に

従い評価し，改善項目と併せ提示を行う． 

3.実験・結果 

 指導支援システムを用いて正しい評価が可能であるかを

確認するために実験を行った．被験者は，初心者 3 名，野

球歴 3 年以上の経験者 3 名（年齢：21.5 歳±0.8 歳，身

長：173.5±4.9cm，体重：65.3±5.9kg）とし，ティーに置

かれたボールに対してのバッティングを測定した．表 2 に

測定結果を示す． 

表 2 より，経験者は，全員の評価が A となり, 平均点

が 5.33 点となった．これに対し初心者は，評価が B または

C となり，平均点が 2.67 点となった．以上から３つの評価

基準において経験者と初心者で大きな差が見られた．よっ

て，本システムを用いて経験者と初心者のバッティング時

の体の使い方を正しく評価できることが確認することができ

た．これにより，部活動などにも導入しやすく，専門知識な

しでも分かりやすく評価できる，野球のバッティング動作に

関する指導支援システムの開発という目的を達成できた．  
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表 2 測定結果 

図 2 腰と背中における加速度の変化 

被験者 合計点 評価 平均点

経験者１ 5 A

経験者２ 5 A

経験者３ 6 A

未経験者１ 1 C

未経験者２ 3 B

未経験者３ 4 B

5.33

2.67

合計点 評価

5~6点 A

3~4点 B

0~2点 C

表 1 評価基準 

図 1 加速度センサの添付位置と実験環境 
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